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防災活動の呼びかけ ʜʜʜʜ１～３面
救急車は正しく利用 ʜʜʜʜʜʜ４面
駅自由通路宣伝スペースの活用を  ʜʜ５面
１５万人のひろば ʜʜʜʜʜʜ８～９面
おしらせ・９月の相談日  ʜʜ１２～１３面
９月の休日当番医 ʜʜʜʜʜʜʜ１６面

が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
、
地
域

ぐ
る
み
で
防
災
活
動
を
行
う
「
自
主

防
災
組
織
」
を
自
治
会
単
位
で
結
成

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
１
日
現
在
、
活
動
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
は
、
昨
年
同
時
期
か

ら
　
組
織
、
約
千
　
世
帯
が
増
え
　

20

500

114

組
織
、
約
２
万
１
千
世
帯
で
す
。

　
し
か
し
、市
内
全
体
の
割
合
で
は
、

ま
だ
、　
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
織

35

率
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生

時
に
は
、
地
域
で
の
初
期
活
動
は
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
と

て
も
有
効
で
す
の
で
、
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
は
地
域
で
　
　
　

高
齢
者
や
障
害
者
を
支
援

　
　
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
や
近
畿
地

16

　
市
で
は
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
に
、
地
域
内
の
関
係
各
機

関
が
連
携
し
市
民
の
生
命
と
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
「
野
田
市
地
域

防
災
計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、　
年
に
一
度
の
確
率
で

200

起
こ
る
大
雨
で
堤
防
が
壊
れ
た
場
合

の
洪
水
を
想
定
し
、
浸
水
す
る
可
能

性
の
あ
る
範
囲
を
地
図
に
示
し
た「
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地

図
）」の
作
成
を
平
成
　
年
度
に
進
め

18

る
中
で
、
避
難
場
所
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
浸
水
時
に
は
利
用
で
き

な
い
　
施
設
を
風
水
害
時
の
指
定
か

19

ら
外
し
、
新
た
に
風
水
害
や
地
震
に

も
対
応
す
る
８
施
設
を
追
加
す
る
な

ど
、
地
域
防
災
計
画
を
　
年
５
月
に

19

修
正
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
災
害
が
発
生
し
、
被
害

が
広
範
囲
に
及
ん
だ
場
合
は
、
す
べ

て
の
現
場
に
警
察
や
消
防
が
駆
け
つ

け
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
主
防
災
活
動
で
　
　
　

被
害
を
最
小
限
に
　
　
　

　
個
人
や
家
族
の
力
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協

方
を
中
心
に
襲
っ
た
台
風
　
号
な
ど

23

で
、
水
害
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
の
寝

た
き
り
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
な

ど
、痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、　
年
３
月
に

18

国
が
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支

援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
具
体
的
に

支
援
計
画
の
策
定
方
針
を
示
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
時

に
、
避
難
情
報
を
手
に
入
れ
た
り
、

実
際
に
一
人
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
手

助
け
が
必
要
な
方（
要
援
護
者
）の
避

難
支
援
対
策
と
し
て
、　
年
７
月
に

19

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
要
援
護
者
支
援
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
の
福
祉
部
門
が
保
有

す
る
要
援
護
者
の
情
報
が
必
要
と
な

力
し
、
助
け
合
っ
て
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぎ
、
災
害
復
旧
に
取

り
組
む
地
域
の
自
主
防
災
活
動

　
 万
一
の
災
害
時
は

　
 　
ま
ず〝〝
地
域
地
域
のの
力力
〟〟で
初
期
活
動
活
動
をを

 　
　
　
　
 ～～
要
援
護
者
へ
の
支
援

要
援
護
者
へ
の
支
援
はは
市
民
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
～～

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
大
正
　
（
１
９
２
３
）
年

12

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
伝
え
、
災
害
に
備
え
よ
う
と

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、昨
年「
地
域
防
災
計
画
」
を
修
正
し

避
難
場
所
を
見
直
す
と
と
も
に
、「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」

を
策
定
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
交
通
や
通
信
施
設
が
断
絶
す
る
よ
う
な
災
害
時
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
初
期
活
動
が
極
め
て
重
要
に
な
る
た
め
、

自
治
会
を
単
位
に
結
成
す
る
自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地域の助け合い地域の助け合いがが要援護者の支援要援護者の支援にに

９月１日は 
防 災 の 日


